
 

令和５年度第３回川越市地域包括支援センター等運営協議会 

（書面会議）の開催結果について 
 

標記会議について、降雪の影響により、書面会議で開催させていただきました。

委員の皆様から、貴重なご意見・ご提案をいただき、ありがとうございました。

開催結果と提出された意見等の回答をまとめましたので送付いたします。 

 

 

１ 開催概要 

 

① 会議日  

令和６年２月２９日（木） 

 

② 開催方法 

委員１５名に資料及び回答票を郵送し、意見を聴取しました。 

 

③ 回答票提出期間 

令和６年２月２９日（木）（地域包括ケア推進課必着）まで 

 

④ 回答票提出者数 

１５名 

 

２ 議事 

（１）令和６年度地域包括支援センター運営方針（案）について 

結 果：承認いただきました。 

内 訳：承認する 15名、承認しない 0名 

（２）予防給付ケアプラン委託居宅介護支援事業所の承認について 

結 果：承認いただきました。 

内 訳：承認する 15名、承認しない 0名 

 

３ その他 

（１）ご意見について 

記 入 者 数：７名 

意見等の数：７件 

意見等の内容：別紙のとおり 



提出された意見等

委員の皆様からいただいたご意見を原文のまま掲載しております。

№ 資料番号 ご意見 等 回答

1
資料３　事業

評価の結果

資料３の事業評価で包括支援センターの活躍が全国的に素晴らしいことが理解できます。

評価項目のそれぞれの内容についての解説なども委員に対して簡単に分かるものがあるとさらに理解が深まるかと思い

ます。目標値など設定しにくい事業内容でもあるので、評価基準なども示すこと難しいと思うので質問をする場があれ

ば、どのようなチェックをしているか伺えたらと思いました。

いただいたご意見については、来年度の事業評価の結果

をまとめる際に参考とさせていただきます。

2
資料３　事業

評価の結果

令和５年度地域包括支援センター事業評価の結果について、９包括の平均値は全国の包括の平均値を上回っており、大

変素晴らしいと思います。

「2-(3) 包括的・継続的ケアマネジメント支援」において、令和４年度よりも数値が下がっていましたが、どのような要

因があったのでしょうか。

「2-(3)包括的・継続的ケアマネジメント支援」の市町村

指標のうち「介護支援専門員を対象に、包括的・継続的

ケアマネジメントを行うための課題や支援などに関する

アンケートや意見収集等を行い、センターに情報提供を

行っているか」に該当しておりません。第９期介護保険

事業計画策定にあたり、居宅介護支援事業所を対象とし

たアンケートを実施し、結果を口頭にてセンターに伝え

ましたが、データ又は紙面による提供をしておらず、該

当とならなかったためです。

3
資料３　事業

評価の結果

R５年度の事業評価の結果について、川越市の実績はどれも全国平均を上回っている。各センターの働きに感謝していま

す。

4
資料３　事業

評価の結果

地域包括支援センター事業評価の結果からは全国と比較して多くの項目で高くなっており、活発な活動されていると評

価されると思います。地域のニーズも多岐に渡り量的にも広がっていますので引き続き活発な活動ができることを期待

しております。

5 －

地域包括にかかわることがなかった私ですが、いもっこ体操に参加して少しづつ地域包括の方とも顔みしりになりまし

た。自分も要支援の方が参加するときも運動教室に参加しました。

川越市の地域包括の制度は、埼玉の他の地域と比べてもいろいろな事業があると、家族会の方とも話しております。

私の住んでいる地域でも地域包括につながらない方のないように見守っていきたいと思います。

6 －

福祉の総合相談支援を担っている、包括支援センターの業務は多忙を極めている中、業務の一環として、地域の高齢者

サロンに参加していただいています。現在、川越市内の約195か所でサロン活動が行われていると聞いております。

高齢者の集まる場所で「長谷川式認知症スケール」フレイル「イレブン・チェック」等を周知してはどうでしょうか。

市の健康診断で７０歳以上の方には「認知症スケール」の案内・チラシ等出して予防に努めることも健康寿命を延ばす

ことにつながると思うのですが…フレイル予防＝認知症予防と繋がっていくと良いのではと考えます。

２月１３日包括きた主催の介護予防サポーターのフォローアップ講座に参加いたしました。地区の高齢者サロンも12年

目に入り、今まで活動していた内容では全員揃って体を動かすことが難しくなりサロンをどういう風に運営していけば

いいのか思案しているところでした地区内のサロンの様子などの発表のあと、講演があり"フレイル"についての内容でし

た。とても勉強になり地区５か所（９０名）ちらしを配布する予定です。

7 － いつも取りまとめありがとうございます。

地域包括ケアシステムの推進を担う中核機関として、地

域包括支援センターがより効果的な運営ができるよう、

市とセンターと連携しながら引き続き取り組んでまいり

ます。

別紙


